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ら
51
」（
東
串
良
）

【
成
雌
区
】

（
最
優
秀
賞
）

▽
１
席
・
後
躯
賞
＝
青
木
春
佑
さ
ん
「
さ

く
ら
４
の
10
」（
串
良
）
▽
３
席
＝
鶴
田

洋
行
さ
ん
「
ゆ
り
こ
１
の
４
」（
根
占
）

大
嘗
祭
に
備
え
る
米
・
粟
を
収
穫

　

「
抜
穂
の
儀
」
で
実
り
に
感
謝

　

当
Ｊ
Ａ
は
、11
月
の
大
嘗
祭
（
だ
い
じ
ょ

う
さ
い
）
に
供
え
る
米
と
粟
（
あ
わ
）
を

収
穫
す
る
た
め
、神
事
「
抜
穂
（
ぬ
い
ぼ
）

の
儀
」
を
執
り
行
い
ま
し
た
。

　

10
月
１
日
、
献
上
米
の
神
事
に
は
、
米

を
育
て
た
錦
江
町
の
弓
指
義
洋
さ
ん
・
久

美
子
さ
ん
夫
妻
や
Ｊ
Ａ
、
錦
江
町
や
県
の

関
係
者
な
ど
約
40
名
が
出
席
。
弓
指
さ
ん

夫
妻
ら
代
表
者
８
名
が
、
鎌
で
稲
穂
を
刈

り
取
り
、
束
に
結
っ
て
神
前
に
供
え
、
玉

串
を
奉
納
し
て
神
様
に
感
謝
し
ま
し
た
。

　

10
月
７
日
、
粟
の
神
事
に
は
、
献
穀
者

で
垂
水
市
の
川
畑
淳
さ
ん
・
カ
ズ
エ
さ
ん

夫
妻
や
Ｊ
Ａ
、
垂
水
市
や
県
の
関
係
者
な

ど
約
40
名
が
出
席
。
粟
畑
の
横
に
設
置
し

た
神
棚
へ
、
刈
り
取
っ
た
粟
を
供
え
ま
し

た
。

　

弓
指
さ
ん
は
「
献
穀
者
の
重
圧
も
感
じ

て
い
た
が
、
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
Ｊ
Ａ
の

協
力
を
も
ら
い
な
が
ら
良
い
米
を
栽
培
で

き
た
」
と
笑
顔
で
語
り
、川
畑
さ
ん
は
「
苗

を
雨
風
か
ら
見
守
る
た
め
、
畑
に
数
時
間

立
っ
た
日
も
あ
っ
た
。
無
事
に
実
っ
て
安

心
し
て
い
る
」
と
喜
び
ま
し
た
。

　

県
経
済
連
は
９
月
28
日
、
県
内
の
肉
用

牛
振
興
と
改
良
増
殖
を
目
的
に
、
第
68
回

鹿
児
島
県
畜
産
共
進
会
を
霧
島
市
の
姶
良

中
央
家
畜
市
場
で
開
き
ま
し
た
。

　

県
内
11
地
区
で
選
ば
れ
た
70
頭
が
、
４

部
門
で
審
査
。
当
地
区
は
13
頭
を
出
品
し
、

団
体
知
事
賞
に
輝
き
ま
し
た
。

　

当
地
区
出
品
牛
の
成
績
は
、
次
の
と
お

り
で
す
。

【
若
雌
１
区
】

（
最
優
秀
賞
）

▽
２
席
＝
西
元
裕
樹
さ
ん
「
つ
と
む
の

61
」（
田
代
）
▽
７
席
＝
鳥
丸
美
知
也
さ

ん
「
ゆ
き
は
な
」（
高
山
）
▽
11
席
＝
稲

隈
哲
夫
さ
ん
「
あ
や
」（
東
串
良
）

（
優
秀
賞
）

村
商
株
式
会
社
「
い
の
３
」（
高
山
）

【
若
雌
２
区
】

（
最
優
秀
賞
）

▽
１
席
＝
鶴
田
洋
行
さ
ん
「
つ
る
ま
る
」

（
根
占
）
▽
３
席
＝
永
田
客
蔵
さ
ん
「
ふ

く
こ
」（
東
串
良
）
▽
５
席
＝
西
元
裕
樹

さ
ん
「
こ
は
る
」（
田
代
）
▽
９
席
＝
村

商
株
式
会
社
「
よ
し
み
」（
高
山
）

【
父
兄
群
】

（
最
優
秀
賞
）

▽
２
席
＝
外
園
龍
一
さ
ん
「
ゆ
き
よ
」・

同
「
ぼ
た
ん
」・
川
路
博
人
さ
ん
「
さ
く若雌２区１席獲得に笑顔の鶴田さん家族

献上する粟を刈り取る川畑さん夫妻 献上米を刈り取った弓指さん夫妻

成雌区１席・後躯賞に輝いた青木さんと「さくら４の10」

第
68
回
県
畜
産
共
進
会　

団
体
知
事
賞
を
受
賞
! !
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農
家
と
職
員
が
人
命
救
助
！　

　
　
　
　
　
　

消
防
か
ら
表
彰

　

肝
属
中
央
家
畜
市
場
内
で
倒
れ
た
男
性

の
人
命
救
助
に
貢
献
し
た
と
し
て
、
鹿
屋

市
の
肉
用
牛
生
産
者
・
永
田
幸
一
さ
ん
と

当
Ｊ
Ａ
中
部
ブ
ロ
ッ
ク
・
畜
産
指
導
員
の

橋
元
勇
さ
ん
が
、
大
隅
肝
属
地
区
消
防
組

合
か
ら
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

同
消
防
本
部
に
よ
る
と
、
８
月
30
日
午

前
10
時
50
分
頃
、
畜
産
共
進
会
の
た
め
同

市
場
を
訪
れ
て
い
た
50
歳
代
男
性
が
、
知

人
と
会
話
中
に
突
然
倒
れ
、
現
場
に
居
合

わ
せ
た
永
田
さ
ん
が
、
意
識
を
確
認
し
て

胸
骨
圧
迫
（
心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
）
を
開
始
。

そ
の
間
に
橋
元
さ
ん
が
、
市
場
に
備
え
て

　

当
Ｊ
Ａ
で
は
、
職
員
ら
が
、
消
防
団
な

ど
の
地
域
活
動
に
積
極
的
に
参
加
す
る
よ

う
「
１
職
員
１
地
域
活
動
」
を
推
奨
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
今
回
の
件
を
き
っ
か
け

に
、
10
月
21
日
に
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
講
習
会
や

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
習
会
を
開
き

ま
し
た
。
職
員
を
中
心
と
し
た
約
50
名
が

参
加
。
受
講
し
た
職
員
は
「
正
し
い
知
識

を
身
に
つ
け
る
必
要
を
感
じ
た
。
定
期
的

に
受
講
す
る
こ
と
で
、
い
ざ
と
い
う
時
に

役
立
て
た
い
」
と
語
り
ま
し
た
。

サ
ト
イ
モ
の
出
番　
　
　
　
　

　
　

栽
培
意
欲
高
ま
り
面
積
増

　

当
Ｊ
Ａ
管
内
で
、
サ
ト
イ
モ
の
出
荷
が

始
ま
り
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ａ
串
良
支
所
に
よ
る
と
、
定
植
期
に

雨
が
続
い
た
影
響
で
、
や
や
緩
や
か
に
出

荷
が
始
ま
っ
た
が
、
現
在
は
、
肥
大
・
品

質
も
良
好
で
、
順
調
な
出
荷
が
進
ん
で
い

る
と
い
い
ま
す
。

　

ま
た
、
Ｊ
Ａ
田
代
支
所
管
内
に
お
い
て

も
順
調
な
出
荷
が
続
い
て
い
ま
す
。
田
代

支
所
管
内
の
サ
ト
イ
モ
栽
培
は
、
４
年
前

か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。
Ｊ
Ａ
や
錦
江
町
な

ど
が
地
域
の
新
規
作
物
と
し
て
導
入
。
面

積
拡
大
や
営
農
指
導
に
取
り
組
み
、
徐
々

に
普
及
し
ま
し
た
。
現
在
の
栽
培
面
積
は
、

町
全
体
で
５
２
０
㌃
ま
で
拡
大
し
て
い
ま

す
。

　

管
内
産
の
サ
ト
イ
モ
は
、
多
く
が
契
約

出
荷
で
価
格
が
安
定
し
て
い
る
た
め
、
生

産
者
の
栽
培
意
欲
が
高
ま
っ
て
お
り
、
令

和
元
年
産
は
、
管
内
全
体
で
、
前
年
の
栽

培
面
積
よ
り
約
２
㌶
増
の
約
20
㌶
を
作
付

し
て
い
ま
す
。
生
産
者
49
名
で
約
３
５
８

㌧
の
出
荷
を
目
指
し
ま
す
。

　

Ｊ
Ａ
は
今
後
、
計
画
出
荷
や
家
庭
選
果

の
徹
底
、
病
害
虫
防
除
を
生
産
者
へ
促
し
、

品
質
維
持
に
取
り
組
む
方
針
で
す
。

ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
定
植
始
ま
る　

　
　

雨
不
足
で
灌
水
呼
び
掛
け

　

当
Ｊ
Ａ
管
内
で
、
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
の
定

植
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ａ
大
根
占
支
所
に
よ
る
と
、
定
植
作

あ
っ
た
自
動
体
外
式
除
細
動
器
（
Ａ
Ｅ

Ｄ
）
を
起
動
し
、
２
人
で
心
肺
蘇
生
を
施

し
た
と
い
い
ま
す
。
男
性
は
、
病
院
へ
と

向
か
う
救
急
車
の
中
で
自
己
心
拍
を
再
開

し
、
病
院
で
の
リ
ハ
ビ
リ
を
経
て
、
９
月

下
旬
に
、
後
遺
症
な
く
農
業
に
復
帰
す
る

こ
と
が
で
き
た
そ
う
で
す
。

　

永
田
さ
ん
は
「
農
家
の
仲
間
を
助
け
ら

れ
た
こ
と
が
う
れ
し
い
。
後
遺
症
も
残
ら

な
か
っ
た
よ
う
で
安
心
し
て
い
る
」
と
語

り
ま
し
た
。

　

男
性
を
治
療
し
た
池
田
病
院
の
医
師
は

「
病
院
に
搬
送
し
て
か
ら
の
心
肺
蘇
生
で

は
、
後
遺
症
が
残
る
可
能
性
が
高
か
っ
た
。

迅
速
で
適
切
な
救
命
措
置
を
行
っ
た
２
人

に
感
謝
す
る
」
と
称
え
ま
し
た
。

心肺蘇生法を訓練する役職員ら

表彰状を受け取った永田さん中央㊧と橋元さん

掘り取ったサトイモを選別する生産者（串良地区）
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人
や
ベ
ト
ナ
ム
人
の
実
習
生
ら
全
10
名
へ

手
渡
し
、
衣
服
を
受
け
取
っ
た
実
習
生
ら

は
、
す
ぐ
に
衣
服
を
広
げ
て
喜
び
、
好
み

の
服
を
手
に
取
り
ま
し
た
。

　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
メ
ン
バ
ー
で
Ｊ
Ａ
経
営

総
務
部
の
妹
尾
優
花
さ
ん
は
「
感
激
で
涙

を
流
す
実
習
生
も
い
た
。
喜
ん
で
も
ら
え

て
う
れ
し
い
」
と
語
り
ま
し
た
。

　

実
習
生
ら
は
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
メ
ン

バ
ー
ら
へ
感
謝
を
込
め
、
覚
え
た
て
の
日

本
語
で
、
日
本
の
歌
を
披
露
し
ま
し
た
。

業
は
順
調
に
進
ん
で
い
る
が
、
雨
が
少
な

く
、
根
の
付
き
が
や
や
遅
れ
て
い
る
た
め
、

生
産
者
ら
に
、
定
植
後
の
灌
水
（
か
ん
す

い
）
を
呼
び
掛
け
て
い
る
と
い
い
ま
す
。

　

同
支
所
管
内
で
は
、
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
が

栽
培
し
や
す
く
、
近
年
の
販
売
価
格
が
安

定
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
栽
培
面
積
が
増

加
し
て
い
ま
す
。
同
支
所
に
よ
る
と
、
令

和
元
年
産
は
、
約
２
・
５
㌶
を
計
画
し
て

い
る
が
、
計
画
を
上
回
る
栽
培
希
望
が
あ

る
と
い
い
ま
す
。

　

同
管
内
の
上
堀
内
弘
樹
さ
ん
は
、
今
年

産
か
ら
新
規
で
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
を
作
付
け

し
た
一
人
。
大
根
占
地
区
内
の
約
60
㌃
を

栽
培
し
ま
す
。
上
堀
内
さ
ん
は
「
栽
培
管

理
の
し
や
す
さ
や
、
収
穫
に
か
か
る
コ
ス

ト
を
考
慮
し
て
、
栽
培
を
始
め
た
。
し
っ

か
り
管
理
し
て
良
質
な
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
を

消
費
者
に
届
け
た
い
」
と
意
気
込
み
を
語

り
ま
し
た
。

外
国
人
技
能
実
習
生
へ
衣
服
を
寄
付

　

秋
冬
２
５
０
点
を
リ
ユ
ー
ス

　

Ｊ
Ａ
の
子
会
社
・
ア
グ
リ
ー
ン
鹿
屋
は
、

11
月
か
ら
外
国
人
技
能
実
習
の
３
期
生
と

し
て
、
３
名
の
カ
ン
ボ
ジ
ア
人
を
受
け
入

れ
ま
す
。
同
国
は
、
年
間
を
通
じ
て
温
暖

な
気
候
の
た
め
、
実
習
生
ら
は
、
来
日
後

す
ぐ
に
秋
冬
の
衣
服
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
そ
の
購
入
負
担
を
少
し
で
も
抑

え
て
も
ら
お
う
と
、
Ｊ
Ａ
の
女
性
職
員
５

名
で
つ
く
る「
き
も
つ
き
ア
ン
バ
サ
ダ
ー
」

が
、
熊
本
県
合
志
市
に
あ
る
外
国
人
技
能

実
習
生
の
研
修
施
設
を
訪
れ
、
実
習
生
ら

へ
、
Ｊ
Ａ
職
員
か
ら
集
め
た
秋
冬
の
衣
服

約
２
５
０
点
を
寄
付
し
ま
し
た
。

　

集
め
た
衣
服
は
、
同
研
修
施
設
で
日
本

語
や
作
業
実
習
な
ど
を
学
ぶ
カ
ン
ボ
ジ
ア

　

当
Ｊ
Ａ
は
10
月
上
旬
、
特
産
の
「
辺
塚

だ
い
だ
い
」
の
収
穫
に
、
役
職
員
ら
約
30

名
を
派
遣
し
ま
し
た
。

　

辺
塚
だ
い
だ
い
は
、
地
理
的
表
示
保
護

制
度
（
Ｇ
Ｉ
）
を
取
得
し
た
こ
と
な
ど
に

よ
り
、
生
産
者
の
栽
培
意
欲
や
６
次
化
に

弾
み
が
つ
き
、
産
地
で
は
、
苗
木
の
導
入

や
栽
培
面
積
拡
大
、
商
品
開
発
な
ど
を
積

極
的
に
進
め
て
い
ま
す
。

　

商
品
の
開
発
や
製
造
に
は
、
多
く
の

搾
汁
液
を
要
す
る
た
め
、

計
画
的
な
収
量
確
保
が

重
要
と
な
り
ま
す
。
Ｊ

Ａ
内
之
浦
支
所
が
、
事

前
に
生
産
者
へ
の
聞
き

取
り
調
査
を
行
っ
た
と

こ
ろ
、
順
調
に
結
実
し

て
い
る
が
、
急
こ
う
配

な
ど
で
収
穫
が
困
難
な

園
地
や
、
高
齢
の
生
産

者
も
多
い
こ
と
か
ら
、

収
穫
の
応
援
を
求
め
る

声
も
あ
り
、
Ｊ
Ａ
は
、
緊
急
措
置
と
し
て

職
員
の
派
遣
を
決
め
ま
し
た
。

　

現
在
、
Ｊ
Ａ
で
は
、
大
手
飲
料
メ
ー

カ
ー
の
キ
リ
ン
ビ
ー
ル
と
提
携
し
、
辺
塚

だ
い
だ
い
の
果
汁
を
使
っ
た
ア
ル
コ
ー
ル

飲
料
の
商
品
化
を
進
め
て
い
ま
す
。
来
年

秋
に
発
売
予
定
で
、
今
回
の
収
穫
作
業
に

は
、
同
社
の
社
員
ら
６
名
が
、
現
地
視
察

も
か
ね
て
参
加
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
ら
は
、
３
ヶ
所
の
園
地
を
２
日

「
辺
塚
だ
い
だ
い
」
収
穫
に
役
職
員
ら
を
派
遣

ブロッコリーを植える上堀内さん

衣服を手に喜ぶ実習生ら

辺塚だいだいを収穫するＪＡ職員ら
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動
車
や
ガ
ス
器
具
、
納
期
な
ど
も
展
示
販

売
し
た
。
農
業
資
材
を
安
く
販
売
す
る
こ

と
で
、
農
業
者
の
生
産
コ
ス
ト
削
減
を
促

し
ま
す
。

　

会
場
を
訪
れ
た
組
合
員
は
「
肥
料
や
生

産
資
材
を
、
い
つ
も
よ
り
安
価
で
手
に
入

れ
た
。
毎
年
、
イ
ベ
ン
ト
を
楽
し
み
に
し

て
い
る
」
と
笑
顔
で
語
り
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
の
ラ
ー
メ
ン
店　
　
　
　

『
麺
屋
き
も
つ
き
』
オ
ー
プ
ン

　

Ｊ
Ａ
の
子
会
社
「
㈱
き
も
つ
き
」
は
、

地
域
の
魅
力
を
広
く
発
信
し
よ
う
と
、
11

月
22
日
、
鹿
屋
高
校
近
く
に
ラ
ー
メ
ン
専

門
店
「
麺
屋
き
も
つ
き
」
を
オ
ー
プ
ン
し

ま
す
。

間
か
け
て
作
業
し
、
約
２
・
３
㌧
を
収
穫
。

参
加
し
た
職
員
は
「
高
所
で
の
作
業
も
あ

り
、
改
め
て
高
齢
者
に
は
大
変
な
作
業
だ

と
感
じ
た
。
Ｊ
Ａ
職
員
と
し
て
、
今
後
も

生
産
者
の
声
を
大
事
に
、
柔
軟
に
対
応
し

て
い
き
た
い
」
と
語
り
ま
し
た
。

　

今
年
産
の
収
穫
は
、
前
年
よ
り
約
７
㌧

増
の
約
53
㌧
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
Ｊ
Ａ

は
、
今
後
も
関
係
機
関
と
連
携
し
て
、
集

荷
体
制
の
強
化
や
販
路
拡
大
に
取
り
組
む

方
針
で
す
。

笑
顔
で
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
な
ど

楽
し
む

　

Ｊ
Ａ
女
性
部
は
10
月
４
日
、
鹿
屋
市
総

合
体
育
館
で
、
令
和
元
年
度
健
康
づ
く
り

大
会
を
開
き
、
各
支
部
の
部
員
ら
約
65
名

が
、
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
で
汗
を
流
し

ま
し
た
。

　

フ
リ
ス
ビ
ー
を
的
に
向
か
っ
て
投
げ
る

競
技
や
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
の
要
領
で
傾
斜

の
つ
い
た
的
を
狙
う
ス
カ
ッ
ト
ボ
ー
ル
な

ど
、
中
に
は
難
し
い
競
技
も
。
コ
ツ
を
つ

か
ん
だ
部
員
か
ら
教
わ
る
な
ど
、
交
流
を

深
め
な
が
ら
、
時
折
、
部
員
ら
の
歓
声
や

拍
手
が
会
場
に
響
き
渡
り
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
部
員
は
「
他
の
支
部
と
も
交

流
し
な
が
ら
、
楽
し
く
汗
を
か
く
こ
と
が

で
き
た
」
と
笑
顔
で
語
り
ま
し
た
。

垂
水
支
所「
秋
の
感
謝
祭
」賑
わ
う

　

Ｊ
Ａ
垂
水
支
所
は
10
月
19
日
、
同
支
所

で
令
和
元
年
度
秋
の
感
謝
祭
を
開
き
ま
し

た
。

　

組
合
員
や
地
域
住
民
な
ど
約
９
０
０
名

の
来
場
者
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　

イ
ベ
ン
ト
で
は
、
農
業
資
材
や
野
菜
、

加
工
品
な
ど
を
、
特
別
価
格
で
販
売
。
自

　

麺
屋
き
も
つ
き
の
ラ
ー
メ
ン
は
、
豚
骨

ベ
ー
ス
。
安
心
・
安
全
な
食
材
に
と
こ
と

ん
こ
だ
わ
り
、
ス
ー
プ
と
チ
ャ
ー
シ
ュ
ー

は
、
お
茶
由
来
の
カ
テ
キ
ン
を
飼
料
に
配

合
し
て
育
て
た
県
特
産
の
豚
肉
「
茶
美
豚

（
ち
ゃ
ー
み
ー
と
ん
）」
を
使
用
。
麺
は
、

国
産
小
麦
１
０
０
％
。
サ
イ
ド
メ
ニ
ュ
ー

の
ラ
イ
ス
も
、
地
元
産
の
ヒ
ノ
ヒ
カ
リ
を

使
用
し
て
い
ま
す
。

　

麺
屋
き
も
つ
き
の
コ
ン
セ
プ
ト
は
「
優

し
さ
」。
食
材
に
こ
だ
わ
る
だ
け
で
な
く
、

作
り
方
や
サ
ー
ビ
ス
に
も
、
優
し
さ
と
愛

情
を
持
っ
た
一
杯
を
提
供
で
き
る
よ
う
、

ス
タ
ッ
フ
一
丸
と
な
っ
て
準
備
を
進
め
て

い
ま
す
。

　

本
誌
折
り
込
み
チ
ラ
シ
も
合
わ
せ
て
ご

覧
く
だ
さ
い
。

スカットボールを楽しむ部員ら

垂水支所「秋の感謝祭」の様子

「麺屋きもつき」の外観

きもつきNEWS
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元
気
に
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ　

　

年
金
友
の
会
２
７
９
名
出
場

　

当
Ｊ
Ａ
年
金
友
の
会
は
９
月
27
日
、
健

康
増
進
を
図

り
、
会
員
の

親
睦
を
深
め

る
目
的
で
、

第
23
回
年
金

友
の
会
グ
ラ

ウ
ン
ド
ゴ
ル

フ
大
会
を
鹿

屋
市
で
開
き

ま
し
た
。

　

会
員
２
７

９
名
が
参
加
。

３
コ
ー
ス
に

分
か
れ
て
腕

前
を
競
い
ま

し
た
。

　

結
果
は「
大

塚
原
」、「
た

か
く
ま
」、「
川

西
同
好
会
」

が
各
コ
ー
ス

で
団
体
優
勝
。

準
優
勝
の
３

チ
ー
ム
か
ら
、

代
表
者
の
ニ

ア
ピ
ン
対
決

を
制
し
た「
共

心
」、「
祓
川

な
か
よ
し
」
の
計
５
チ
ー
ム
が
、
鹿
児
島

市
で
11
月
７
日
に
開
か
れ
る
県
大
会
に
出

場
し
ま
す
。　

　

団
体
の
部
の
上
位
成
績
は
、
次
の
と
お

り
で
す
。

Ｂ
コ
ー
ス　

▽
優
勝
＝
大
塚
原
▽
準
優
勝

＝
共
心
▽
３
位
＝
城
元

－

５

Ｃ
コ
ー
ス　

▽
優
勝
＝
た
か
く
ま
▽
準
優

勝
＝
祓
川
な
か
よ
し
▽
３
位
＝
山
吹

Ｄ
コ
ー
ス　

▽
優
勝
＝
川
西
同
好
会
▽
準

優
勝
＝
鹿
屋
く
る
み
▽
３
位
＝
上
之
原
互

助
会

２
０
２
０
年
「
干
支
ラ
ベ
ル
」

　
　
　
　
　
　
　
　

受
付
開
始

　

当
Ｊ
Ａ
は
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
焼
酎
「
き
も

つ
き
浪
漫
」
に
、
来
年
の
干
支
「
子
」
を

デ
ザ
イ
ン
し
た
ラ
ベ
ル
を
、
本
数
限
定
で

販
売
い
た
し
ま
す
。

　

お
土
産
や
贈
り
物
な
ど
に
お
す
す
め
で

す
。

　

11
月
下
旬
か
ら
、
当
Ｊ
Ａ
各
支
所
購
買

窓
口
に
て
お
求
め
く
だ
さ
い
。

2020 年干支ラベル

団体の部で優勝した３チーム
大塚原大塚原たかくまたかくま川西同好会川西同好会

直
売
所
名
称　
　
　
　
　
　
　

　
　

『
ど
っ
菜
市
場
』
に
決
定

　

当
Ｊ
Ａ
で
は
、
来
年
４
月
、
鹿
屋
市
笠

之
原
町
に
オ
ー
プ
ン
す
る
農
畜
産
物
直
売

所
と
農
家
レ
ス
ト
ラ
ン
の
名
称
を
募
集
し

ま
し
た
。

　

厳
正
な
協
議
・
審
査
を
行
い
、
各
部
門

の
最
優
秀
賞
を
採
用
作
品
と
し
て
登
録
し

ま
し
た
。
各
名
称
や
応
募
総
数
は
次
の
と

お
り
で
す
。

（
応
募
総
数
１
８
５
点
）

〈
名
称
の
由
来
〉

　

地
元
産
の
新
鮮
な
農
畜
産
物
が
「
ど
っ

さ
い
」
集
ま
る
直
売
所
に
と
い
う
願
い
を

込
め
て
。

（
応
募
総
数
１
７
５
点
）

〈
名
称
の
由
来
〉

　

こ
の
レ
ス
ト
ラ
ン
で
彩
り
あ
る
食
材
を

味
わ
い
、
心
豊
か
に
美
し
く
な
る
よ
う
に
。

　

入
賞
作
品
と
同
じ
作
品
や
類
似
し
た
作

品
に
つ
い
て
は
、
募
集
要
項
に
も
と
づ
き
、

抽
選
に
て
受
賞
者
を
決
定
し
ま
し
た
。

　

た
く
さ
ん
の
ご
応
募
、
誠
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ａ
で
は
、
第
３
回
農
産
物
・
加
工
品

出
荷
希
望
者
説
明
会
を
次
の
日
程
で
開
き

ま
す
。
詳
し
く
は
、
Ｊ
Ａ
直
売
所
準
備
室

０
９
９
４

－

44

－

３
１
１
４
ま
で
。

第
３
回

農
産
物
・
加
工
品
出
荷
希
望
者
説
明
会
の
日
程

11
月
12
日
（
火
）
９
時
00
分
〜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

Ｊ
Ａ
垂
水
支
所

　
　

14
日
（
木
）
９
時
00
分
〜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

Ｊ
Ａ
根
占
支
所

　
　
　
　
　
　
　

14
時
00
分
〜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

Ｊ
Ａ
串
良
支
所

　
　

15
日
（
金
）
14
時
00
分
〜

　
　
　
　
　
　
　

東
地
区
学
習
セ
ン
タ
ー

11
月
13
日
（
水
）
10
時
00
分
〜

　
　
　
　
　
　
　
　

鹿
屋
市
中
央
公
民
館

４月にオープンする「どっ菜市場」と
「彩・食・豊・美」のイメージ

きもつきNEWS
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あ
ぐ
り
ス
ク
ー
ル　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

親
子
で
お
弁
当
作
り
＆
稲
刈
り
を
体
験

　

当
Ｊ
Ａ
は
10
月
20
日
、
令
和
元
年
度
あ
ぐ
り
ス
ク
ー

ル
の
第
４
回
活
動
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

今
回
は
保
護
者
も
一
緒
に
参
加
。
午
前
中
は
、
Ｊ
Ａ

女
性
部
員
か
ら
教
わ
り
な
が
ら
、郷
土
料
理
の
「
ガ
ネ
」

を
は
じ
め
、
玉
子
焼
き
や
ハ
ク
サ
イ
の
漬
物
、
お
に
ぎ

り
な
ど
を
お
弁
当
に
し
て
、
田
ん
ぼ
で
食
べ
ま
し
た
。

　

午
後
か
ら
は
、
Ｊ
Ａ
青
年
部
鹿
屋
支
部
の
指
導
の
も

と
、
も
ち
米
の
稲
刈
り
と
掛
け
干
し
を
体
験
。
最
初
は

慎
重
に
作
業
し
て
い
た
も
の
の
、
徐
々
に
保
護
者
や
ス

タ
ッ
フ
も
圧
倒
さ
れ
る
ほ
ど
、
児
童
ら
の
刈
り
取
る
ス

ピ
ー
ド
が
増
し
て
い
き
ま
し
た
。

　

今
回
、
刈
り
取
っ
た
米
や
、
児
童
ら
が
前
回
の
活
動

で
植
え
た
野
菜
は
、
12
月
７
日
（
土
）
Ｊ
Ａ
鹿
児
島
き

も
つ
き
大
感
謝
祭
の
会
場
で
、
児
童
ら
が
販
売
し
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

きもつきNEWS
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Ｊ
Ａ
女
性
部
・
高
齢
者
助
け
合
い
組
織
活
動
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
は

　
　
　
　
　

Ｊ
Ａ
本
所　

企
画
広
報
課　

０
９
９
４ 

― 

４
２ 

― 

０
０
９
６
ま
で

「家の光」のお問い合わせは、お近くのＪＡ窓口　または  ＪＡ本所  企画広報課  TEL 0994-42-0096まで

　

女
性
部
垂
水
支
部
は
10
月
９
日
、
垂

水
市
の
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
「
恵
光

園
」
を
慰
問
し
ま
し
た
。

　

同
支
部
で
は
、
毎
年
行
っ
て
い
る
活

動
で
、
今
年
度
は
部
員
10
名
が
参
加
。

施
設
利
用
者
へ
、
歌
や
踊
り
を
披
露
し

ま
し
た
。

　

ス
テ
ー
ジ
を
降
り
て
利
用
者
の
横
を

練
り
歩
き
「
お
は
ら
節
」
を
披
露
す
る
と
、

利
用
者
も
手
拍
子
を
す
る
姿
が
見
ら
れ

ま
し
た
。

　

施
設
の
職
員
は
「
利
用
者
も
毎
年
、

Ｊ
Ａ
女
性
部
の
慰
問
を
楽
し
み
に
し
て

い
る
。
た
く
さ
ん
の
笑
顔
を
見
る
こ
と

が
で
き
た
」
と
喜
び
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ａ
い
き
い
き
部
会
鹿
屋
支
部
は
10
月
24

日
、
重
田
地
区
公
民
館
で
、
お
じ
ゃ
ん
せ
（
ミ

ニ
デ
イ
）
を
開
き
、
参
加
者
10
名
で
、
ち
ぎ

り
絵
を
取
り
入
れ
た
カ
レ
ン
ダ
ー
を
製
作
し

ま
し
た
。

　

参
加
者
は
「
絵
に
合
わ
せ
て
色
紙
を
ち
ぎ

る
こ
と
が
難
し
い
」
と
苦
戦
し
た
様
子
で
し

た
が
、
自
由
な
発
想
で
か
わ
い
ら
し
い
作
品

に
仕
上
げ
ま
し
た
。

　

昼
食
に
は
、
筑
前
煮
と
「
ほ
め
ら
れ
酢
」

を
使
っ
た
カ
ボ
チ
ャ
サ
ラ
ダ
を
作
っ
て
食
べ

ま
し
た
。「
ほ
め
ら
れ
酢
」
は
、
Ｊ
Ａ
女
性
部

の
若
手
組
織
フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
ズ
と
エ
ー
コ
ー

プ
が
共
同
開
発
し
た
、
ま
ろ
や
か
な
酸
味
が

特
徴
。
参
加
者
か
ら
も
「
カ
ボ
チ
ャ
の
甘
み

が
際
立
っ
て
お
い
し
い
」
と
好
評
で
し
た
。

ここがオススメ！ ＪＡ職員が「家の光」を読んで、
　　　　　　　 　気になる記事をご紹介！

⿅屋⽀所
購買課 課⻑

中村 ⽂作さん
次回は、企画推進部  企画広報課 課長　有村 紀亮さんに
　　　　　　　オススメ記事を紹介してもらいます！

11 月号定価  617円（税込）
定期購読　 8,623円（税込）
※９月号開始～翌年８月号まで

11 月 19日（火）子牛セリ市　　（～ 21日まで）

11月 20日（水）年金友の会　根占支部総会

11月 21日（木）年金友の会　田代支部総会

11月 22日（金）「麺屋きもつき」オープン

11月 28日（木）組合長杯ゴルフコンペ

お
じ
ゃ
ん
せ
通
信

お
じ
ゃ
ん
せ
通
信

夢
Ｓ
ｕ
ｎ
参

夢
Ｓ
ｕ
ｎ
参

イベント情報イベント情報
（一部変更になる場合があります）（一部変更になる場合があります）
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種 雄 牛 名
め　す 去　勢 合　計

頭　数 平　均 頭　数 平　均 頭　数 平　均

華 春 福 135 677,541 158 784,987 293 735,481

喜 亀 忠 115 628,896 131 710,878 246 672,553

秀 幸 福 77 641,442 82 718,537 159 681,202

若 百 合 58 648,793 64 721,922 122 687,156

華 忠 良 39 644,744 45 718,800 84 684,417

安 亀 忠 33 621,545 49 736,531 82 690,256

華 春 久 19 569,947 14 654,000 33 605,606

第 ７ 勝 糸 13 593,462 11 693,455 24 639,292

美 国 桜 1 753,000 15 619,400 16 627,750

金 吉 幸 5 564,200 5 675,400 10 619,800

益 華 福 6 599,833 4 623,500 10 609,300

隆 之 国 4 650,750 5 778,200 9 721,556

百 合 久 4 585,500 5 626,000 9 608,000

諒 太 郎 3 679,000 5 633,200 8 650,375

幸 紀 雄 1 764,000 5 777,000 6 774,833

子牛セリ種雄牛別成績表

【売却のみ】 （単位：頭・円）価格は税抜き

　 鹿　屋 垂　水 串　良 東串良 高　山 内之浦 大根占 根　占 田　代 佐　多 ＪＡ全体

総　頭　数 219 50 348 95 93 21 57 116 35 49 1,083 

め
　
　

す

頭　数 94 22 163 40 33 13 32 57 14 22 490 

最　高 941,000 878,000 1,003,000 1,355,000 1,010,000 1,014,000 905,000 834,000 851,000 913,000 1,355,000 

最　低 367,000 450,000 132,000 474,000 445,000 434,000 436,000 430,000 604,000 493,000 132,000 

平　均 622,904 651,591 633,706 660,850 679,667 652,923 647,469 615,105 698,071 633,091 638,804 

去
　
　

勢

頭　数 125 28 185 55 60 8 25 59 21 27 593 

最　高 1,107,000 1,066,000 1,198,000 984,000 1,132,000 1,000,000 1,007,000 1,105,000 917,000 992,000 1,198,000 

最　低 445,000 419,000 218,000 481,000 436,000 701,000 501,000 350,000 566,000 432,000 218,000 

平　均 713,056 738,143 715,086 757,745 728,533 787,375 740,600 735,322 782,000 732,185 728,277 

総　平　均 674,361 700,060 676,968 716,947 711,194 704,143 688,316 676,250 748,429 687,694 687,795 

前　月　比 -1,321 -4,218 -24,942 16,136 -6,073 -25,301 -5,861 -7,225 4,364 -31,399 -10,740 

平均体重 雌 274 272 275 275 286 258 285 280 290 269 276 

　〃 去勢 304 296 303 303 302 300 310 318 320 315 306 

総平均体重 291 285 290 291 296 274 296 299 308 294 292

項目 地区

子牛セリ市成績表

〈ＪＡ畜産部から〉

　季節の変わり目で、

朝夕の気温差も大き

くなることから、環境

整備に努め、子牛の体

調管理に気を付けま

しょう。

10月分 畜産情報

9　2019.11 みのり



巡回健診日程巡回健診日程

人間ドック日程人間ドック日程

お問い合わせはＪＡ本所 企画広報課　０９９４－４2 － 0096

または各支所担当者までお気軽にご相談ください。

受付時間：午前７：30 ～

健診内容： 特定健診、胃がん検診、腹部超音波検診、骨

粗しょう症検診、前立腺がん検診、大腸がん

検診、肺がんＸ線検診

12⽉

⽇ 地 区 ⼀般 ⼥性

3 ㈫ ⿅ 屋 10 5

4 ㈬ 串 良 5 5

23 ㈪ ⽥ 代 2 1

11⽉

⽇ 地 区 ⼀般 ⼥性

22 ㈮ ⼤根占 5

26 ㈫ 串 良 5 5

28 ㈭ 内之浦 1

29 ㈮ ⿅ 屋 5 5

⽉ ⽇ 曜 地 区

11 30 ⼟ ⿅ 屋 （〜 12 ⽉１⽇まで）

農業資金はＪＡバンクへ！
対象資金の融資を受けられる方に、対象資金の融資を受けられる方に、

保証料を全額助成します。保証料を全額助成します。

〈対象資金〉
　・農業近代化資金
　・アグリメイク資金
　・ＪＡ農機ハウスローン　のいずれか

〈申し込み対象者〉
　 認定農業者、認定新規就農者、集落営農組織、

一定の条件を満たす農業者など

※原則、無担保・無保証人で
　　　　　　　　ご利用いただけます。

詳しくは、お近くのＪＡでお尋ねください。

みのり 2019.11　10



氏　

名

年　齢

歳

住　

所

最寄りのＪＡ

支所

電話番号 ー　　　　　－

今月号の気になった記事（感想）

A B C D

二重マスの文字を A ～ D の順に
並べてできる言葉は何でしょうか？

出題●ニコリ

クロスワードパズルプレゼントの応募についてクロスワードパズルプレゼントの応募について
〈 必ずお書きください 〉
①氏名、②年齢、③住所、④最寄りのＪＡ、⑤電話番号、
⑥記事の感想
〈 締め切りについて 〉
　地域によって、本誌がお手元に届く日が異なるため、応
募締め切り日は設けておりません。次号が届くまでを目安
にご応募ください。

９月号の答え

解 答

サ
フ
ア
イ
ア

A
ボ ウ サ イ ホ ネ

タ タ キ ロ シ ア

ン ユ ミ ト ゲ

ツ キ ア カ リ

キ メ イ ン ミ

フ キ ン パ セ リ

ク リ ゼ イ キ ン

10

11

1

D

E

C

12

15 18

14

A

B

20

2

3

5

196

7

9

8

13

17

16

4

  ↓ タテのカギ
①　 ピーヒャララと吹きます
③　 ご指導ご――のほどよろし
くお願いします。

⑥　 車を運転するのはドライ
バー、バイクの場合は

⑧　日本人の主食です
⑨　ピサの斜塔がある国
⑪　穂が美しい野草
⑬　大きく立派な家のこと
⑮　 彼は上司にも――置かれる
存在だ

⑰　生兵法は大――のもと
⑱　 果物のこと。和食のコースで
デザートをこう呼ぶことも

⑳　 映画や小説の大まかな内容
のこと

㉑　 富有、次郎などの品種があ
ります

  → ヨコのカギ
①　 ボジョレー・ヌーヴォーを
輸出する国

②　 沖縄の海にいるマンタもこ
の仲間

③　アルファとガンマの間です
④　 一つのコンセントに多くの
機器をつなぐ――配線

⑤　マニキュアを塗る物
⑦　 とても良いとされるおみく
じの運勢

⑩　 不要な部分を省いて描きます
⑫　灰皿にたまる物
⑭　結婚式を行うこと
⑯　カエデの別名です
⑰　 化粧水や乳液でスキン――
をした

⑲　絵を描く職業の一つ

クロスワードパズルの答え（2019年11月号）

A

13

12

111

D

B

14

2119

C

A

2

3

5

206

8

7

10

9

1816

17

4

15

● 高齢化の進む過疎地域の住民にとっ
て、きもつき浪漫号はヒーロー的存
在。ライフラインの充実が求められ
る昨今、移動店舗車の担う役割はと
ても大きいと思う。　（串良・68歳）

〇 移動店舗車を楽しみに待っていてく
ださる方々が、本当にたくさんいらっ
しゃるのだなぁと、取材を通して感じています。これからも
よろしくお願いします。

● 初めて畜産共進会を見に行きました。牛と人の根気強さ、そ
して牛の品格の良さに見とれました。

〇 あの緊迫した雰囲気と、牛や生産者の凛々しい姿は、やはり
会場で見ると迫力が違いますよね！ぜひ、今後も応援して一
緒に盛り上げましょう。

川　畑　キク子さん（垂　水）

川　邉　かず子さん（根　占）

堀之内　とし子さん（高　山）

前　原　芳　朗さん（根　占）

畑　中　ユリ子さん（鹿　屋）

お便り

　ありがとう！

JAへ

プレゼントプレゼント
当選者当選者

11　2019.11 みのり



鹿
屋
市
白
崎
町
一
番
一
号

Ｊ
Ａ
鹿
児
島
き
も
つ
き

　
　

広
報
誌「
み
の
り
」係

８９３００１６

郵  便  は  が  き

63円切手を貼っ
て郵送するか、
切手を貼らずに
ＪＡ支所窓口へ
ご持参ください。

表
紙
の
人

楽・らくレシピ

編集後記編集後記

✂

✂

佐多支所管内佐多支所管内

立切　政男 立切　政男 さんさん
昭和12年５月30日生昭和12年５月30日生

理事会だより

協議事項協議事項

　

幼
い
頃
か
ら
バ
レ
イ
シ
ョ
栽
培
な

ど
、
農
業
に
に
携
わ
っ
て
き
た
立
切

さ
ん
。
現
在
は
、
ス
ナ
ッ
プ
エ
ン
ド
ウ

を
約
20
㌃
栽
培
し
て
い
ま
す
。

　

ス
ナ
ッ
プ
エ
ン
ド
ウ
は
、
つ
る
を
這

わ
せ
る
ネ
ッ
ト
を
張
る
段
階
。
立
切

さ
ん
は
「
芽
が
出
て
か
ら
ネ
ッ
ト
に
届

く
ま
で
の
間
が
、
風
に
や
ら
れ
や
す

い
」と
話
し
ま
す
。立
切
さ
ん
の
ス
ナ
ッ

プ
エ
ン
ド
ウ
は
、
芽
が
雨
風
で
倒
れ
る

の
を
防
ぐ
た
め
、
竹
の
小
枝
で
添
え

木
す
る
な
ど
、
独
自
の
工
夫
を
施
し

て
い
ま
す
。
立
切
さ
ん
の
畑
は
海
に

近
い
山
間
部
に
あ
り
、
周
辺
に
強
い

風
が
吹
き
ま
す
。
立
切
さ
ん
は
、
防

風
ネ
ッ
ト
で
畑
を
囲
み
、
添
え
木
を

立
て
る
こ
と
で
苗
を
守
っ
て
い
ま
す
。

昨
年
度
は
、
風
で
苗
が
折
れ
る
こ
と

な
く
豊
作
だ
っ
た
そ
う
で
、「
最
後
ま

で
ず
っ
と
楽
し
か
っ
た
」
と
笑
顔
の
立

切
さ
ん
。
今
年
は
さ
ら
に
、
畑
の
周

囲
に
竹
を
使
っ
て
防
風
柵
を
作
成
中
。

効
率
よ
く
栽
培
し
て
収
量
を
さ
ら
に

伸
ば
す
こ
と
が
目
標
だ
そ
う
で
す
。

　

独
自
の
工
夫
や
作
業
の
効
率
化
で
、

楽
し
み
な
が
ら
農
業
に
取
り
組
む
姿

は
地
域
で
も
有
名
。
話
し
て
い
る
だ

け
で
前
向
き
な
気
持
ち
に
な
る
ほ
ど
、

向
上
心
に
あ
ふ
れ
た
立
切
さ
ん
で
し

た
。

ゴボウとゴボウと
スペアリブの煮込みスペアリブの煮込み

スペアリブ ・・・ ４～５本
ゴボウ ・・・・・・・・ １本
皮付きショウガ ・・・・ １片
下ゆでしたコマツナ ・・ １束
塩 ・・・・・・・・・・ 適宜

煮汁
水 ・・・・・・・・ 900ml
しょうゆ ・・・・・ 200ml
みりん ・・・・・・・100ml
料理酒 ・・・・・・・100ml
砂糖 ・・・・・・・・ 100g

材　料（２人分）

❶ スペアリブにあて塩をしてビニール袋に入れ１晩置く。
❷鍋に❶を入れ水から軟らかくなるまで下ゆでする。
❸ 別の鍋に煮汁を合わせ、❷と薄切りにした皮付きショウ

ガ、食べやすい長さに切ったゴボウを入れ、強火で 15
分程度煮る。
❹ 器にスペアリブ、ゴボウ、食べやすい大きさに切ったコ

マツナを盛り付け、煮汁を回し掛け出来上がり。

作　り　方

　第８回理事会を10月24日に開き、
以下の議案について話し合いました。

１． 高額融資について
２．令和元年度半期ディスクロージャーについて
３．子会社への役員派遣について
４．その他

　本誌２ページに掲載した抜穂の儀の記事について。
大嘗祭は、天皇が皇位継承に際して行う皇室行事で、
全国の農家の代表が、米と粟を供物として献上します。
宮中には、供物をお納めする特別な社が建てられ、11
月 14日から、陛下が御身を清めて五穀豊穣をご祈念さ
れるそうですが、実は秘儀で、祭祀の具体的な内容ま
では明らかにされていません。
　天皇陛下が一代に一度だけ行う特別な宮中祭祀のタ
イミングに、当ＪＡ管内の生産者が本県の供物を栽培
する代表として選ばれたご縁を、取材を通して本当に
誇らしいと感じました。そ
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